
［成果情報名］バレイショ多機能植え付け機の性能評価 

［要約］バレイショ多機能植え付け機は、16 馬力程度のトラクタに装着し施肥、施薬、植

え付け、畝立て、マルチングを一工程で行う。畦幅は 75cm 以上、株間は 20～25cm に対

応し、作業時間は 1ヘクタールあたり、16.7時間である。 
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［背景・ねらい］ 

 諫早湾干拓地においては、大規模農業経営の展開とともに環境保全型農業に取り組んで

いる。このため、市販のトラクタ装着型のバレイショ植え付け機をベースに、減農薬・減

化学肥料栽培技術として局所施薬、施肥が可能な作業機を試作し、粒状薬剤散布、施肥、

植え付け、畝立て、マルチングを一工程で行う多機能植え付け機を開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．トラクタ装着型の市販の植え付け機（Ｓ農機）に施肥、施薬装置を取り付け、施肥、

粒状薬剤散布、植え付け、畝立て、マルチングを一工程で行う（図 1）。 

 

２．施肥装置はトラクタの前方に取り付け、ファンにより肥料を点播機の開閉シャッター

まで送る。薬剤はホッパーから直接点播機の開閉シャッターまで自然落下する。シャッ

ターはサーボモーターにより種イモ搬送ベルトに同期して開閉し、肥料、薬剤ともイモ

の下部に散布する。 

 

３．作業能率は、作業速度 0.27m/s（0.97km/h）、圃場作業効率 80％、圃場作業量 0.06ha/h 

 で 1ha当たり作業時間は 16.7時間である（表 1）。 

 

４．作業精度については、畝間 80cm、株間 20cmの設定に対し、実測値はそれぞれ 80.2cm、

18.6cmでバラツキも少ない（表 2）。 

 

［成果の活用面、留意点］ 

１．開発した多機能植え付け機に対応するトラクタは 16馬力程度である。植え付け機はＳ

農機製ﾎﾟﾃﾄﾌﾟﾗﾝﾀ＋ﾏﾙﾁｬー、施肥機はＴ社製、施薬機はＹ社製を使用した。 

２．栽培様式は 1条植で畝間 75cm以上、株間は 20～25cmに対応する。 

 



［具体的データ］                            

耕種概要 

 試 験 時 期 20年度春、秋作 

 供 試 機 械 16ＰＳトラクタ＋植え付け機（S社製ポテトプランタ＋マルチャー）＋施肥

機（Ｔ社製）＋施薬機（Ｙ社製） 

 栽 培 様 式 畝間 80cm 株間 20cm 

 試 験 圃 場 6.4a（長辺 200m、短辺 3.2m 4畝）                         

 供試薬剤等 薬剤：アドマイヤー、肥料：硫安 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１ 多機能植え付け機 

 

表１ 多機能植え付け機の作業能率       表２ 多機能植え付け機の作業精度 

6.4 設定 実測値
200 畦幅（ｃｍ） 80 80.2
3.2 株間（ｃｍ） 20 18.6
0.27 施肥量（kg／10a） 52 18.8
62.49 薬剤施用量（kg／10ａ） 3 1.1

作業時間（分） 49.74
補給＋旋回時間（分） 12.75

0.06
80
16.71ha当たり作業時間（時）

圃場作業量（ha／hr）
圃場作業効率（％）

長辺（ｍ）
短辺（ｍ）

内　訳

内　訳

供試面積（ａ）

作業速度（ｍ／ｓ）
総作業時間（分）
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